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力走する小百合さんとカシカ
沿道の人々のあたたがい声輝暴

力詣lI惑勃かいつまでも心に残りま．勇一一一一′
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とき12月26日（日）、午前10時からと午後1時30分からの2回上映

ところ　遠賀町中央公民館大ホール（500席）

入場は無料です。鑑賞希望の方は、当日、直膀会場へお越しく
ださい。問い合わせは、教育委員会社会教育課℡（293）1234へ。
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おんがふれあい釣り大会

今年で5回目を迎えたおんがふれあい
大会。毎年たくさんの子ともたちや家族
でにぎわい、この時期の風物詩としてす
り定着した感があります。今年も、11月

約1300人が参加して大会が行われま
実は、この釣り大会、毎年盛大に行われ
たくさんの方々の協力があってのことな

今回は、その皆さんにスポットを当て、
違った角度から釣り大会をのぞいてみま
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釣り大会の検量にはやは
り専門家の手が必要。第1

回大会から受付や検量のお

手伝いをしていたたいてい

るのか、日本へら鮒釣り研

究会直方支部の皆さん。

香月末次さん　日本へら紳釣り研究会直方支部長

釣りのマナーを覚えるいい機会。
不正だけはやめてください。

家族の会話が少なく

参加者に「あっあつ
の真心の味」を届けて

今年で3年目。だんご

汁とおにぎりは遠賀町

緑黄会の皆さんの手作
りです。

遠賀町緑黄会会長　織田静子さん

「おいしかった」と言われると

うれしくなります。
毎年会員が交替で肌てきて凋理します。今年は25人

ぐらいで1000食分作りました。「去年のだんご汁とお

にぎりがおいしかった。今年もしますか」と、声をか

けていただいたりします。「おいしかった」そう言わ

れるとうれしくなり、また頼織ろうという知こさせて
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たく己んの「あり柑
ひとつはなって・…

「コミを拾って来てくれた人には、プレゼントがあ

ります」－これも、この大会ならではのもの。その

プレセントは、遠賀町老人クラブ連合会の皆さんか、　　一．紅裏l
ふれあい農園で育てたサツマイモと浅木にある精神薄

弱者入所更生施設「四方の里」の皆さんか作った廃油
せっけん。どちらも参加者に喜ばれています。

出光正巳さん　四方の里石けん班担当指導員

同然に優しい無公蕾布けん。
貸心して優ってください。

四方の里の伸すん臓

（入所者11人、揃常員

4人）で毎日、3時間

半ほど有けん作りをし

ます。IIiをきれいにし

てくれた人へのプレゼ

ントと聞いて喜んでい

ます。用の汚れのほと
石けんを切るのも大切な仕事。－　んとが家庭から出る雑
つ一つに皆さんの思いがこもって　排水ですからね。
います。

このIiけんは、ri然に優しい熊公営布けんですから

安心して使ってください。社会の受入れが少ない障害

者と私たち指増員が手を取り合って　▲生態命頑張って

います。私たちの活動が地域の人たちに少しでも理解

していただければと願っています。

遠賀町老人クラブ連合会会長　里山積市さん

たくさんの人に私たちが作ったイモを

食べてもらいたいですね。

今年は、例年になくイモのできが悪くて、ほとんど

が釣り大会の賞品といったところでしょうが。「生き

がい」がH的の農園ですから。舶If高二なっても残念と

は思いません。川をきれいにしてくれた人へのおみや

げですからなおさらです。5月の晒植えから7月の時

刈りやつる上げ、そして

10月の収機までクラブの

みんながよく頑張ってく

れました。たくさんの人

に避鎖に来てもらい、川

もきれいになって、そし

てなにより、私たちが

作ったイモを「おいしい」

ラ，キー抽選会の賞品は、サツ　と言ってもらえれば頑
マイモなんと5岩　　　　　　敬ったかいがありますよ。

「みんなに気持ち良く釣りをしてもらいたい」と商用堤防の草刈り

違算町社会福祉協議会と県土木事務所失業対策課

牒撥だ豊野詰精華講義∴鴨螺：
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簿
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（流行語）

「
ち
ょ
っ
と
た
け
よ
」
「
狂
乱
物
価
」
「
じ
っ
と
が
ま
ん
の
子
で
あ
っ

た」
（流行歌）

「
神
田
川
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「
学
生
街
の
喫
茶
店
」
「
草
原
の
轟
き
」
「
私
の
彼
は

左
き
き
」

漢
音
漢
　
音
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成人式
と　き　平成6年1月15日

午前11時開式

ところ　遠賀コミュニティー

センター

成人式の対象者には、12月の中

旬ごろ、ハカキでご案内します。

成人式には、就職や就学のため

町内に住所かない人でも参加でき

ます。希望される人は、12月24日

（全）までに教育委員会社会教育

課℡（293）1234へご連絡

ください。

20纏の記霊Iこ

讐真鶴りませんか
－遠賀写真クラブ

成人式の当日、会場ホール横に

写真スタジオか開設されます。20

歳の記念に写真を掘りませんか。

2枚1組（20センチ×25センチ）、

台紙付きで値段は13．000円です。

準備の都合上予約を受け付けてい

ます。

予約、問い合わせは、遠賀写真

クラフの田中治さんへ。

℡（293）2373

吉　山　巾　営　上荒
村　中　井　我　曲　水

馬　森松萌　谷添一
木　　尾日馬用　田　圃

矢依旧　京葉弼

欝奨信　義憲釜突

客藷穂縄補木挙華氏

赤
井　　　　上屋

弦守嘉襲

川　平　千　桐　樋　　　　高　上　池　　　　竹　林　　　　毛松撹　大
LJ間　々　田　顕∴∴∴∴藤　口　水　　　　野　　　　　利原　　石

薬学憲義挙□罷蕎誘口篭学園蓄肝費□
喜　平西郷中英　定常西村育弗竹吉伸小出

牢　間諜橋緩　　森的　井木　下末山松盛

大　警英露藩蓉　準忍町鰭薫町恐網慰津

今年は、島津区には成人式の該当者
がいません。そのかわI）と言っちゃ

なんですが、島津区公民館がめでた
く20歳。（昭和48年11月完成）

そのほか、虫生活排水ポンプや

1市4か町火葬場「天生国」な

どが完成したのもこの年です。

誓撃 ：∴ �、「， 
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善玉∵∴∵∵宰挙

浅木小学校のプール。同校区の人
にとっては思い出の施設かもしれ

ない。（昭和48年5月完成）

る歩行者専用跨線橋「あけぼの橋」も
048年5月完成）
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打
越
　
美
和
　
夕
離
　
任
千

田
兼
利
殖

□老

小
山
　
賦
払
　
尚
崎

南
崎
∴
∴
健
　
原
田

□浅

三
好
る
み
子

松
崎
∴
薄
一
　
隅

山
本
輿
奈
美
　
水

口木

有
笛
∴
塵
則

石
松
∴
宏
沈

今
村
　
雄
二

大
庭
由
利
忠

碇
∴
∴
裕
子

園
田
　
　
勢

田
中
∴
亮
太

三
宅
め
ぐ
み

山
浦
　
　
忍

石
田
千
穂
子

井
手
　
勝
則

梅
田
　
醸
成

木

村

一

成

佐
名
木
里
美

田
代
　
達
男

近
松
∴
真
吾

村
田
奈
美
枝

森
　
美
知
子口

上
脚
府



スター気分で
自慢の喉を級謹

「会員の親睦を図るにはカラオケが一番」と、11月3日、

コミュニティーセンターで、町老人クラブ連合会のカラ

オケ大会が行われました。初めての催しにもかかわらず、

各単位クラブから総勢約70人が参加。多少調子は、ずれ

でも、そこは初舞台のご愛矯・・参加者はスター気分で

気持ち良さそうに自慢の喉を披露しました。

今回で18回目を迎える老舗の行事「遠賀町

文化祭」か11月5日から7日まで、遠賀コミュ

ニティーセンターで行われました。今年も目

を見張るような展示作品あり、練副こ練習を

重ねてきたさまざまな潰し物ありと、この3

日間、会場は文化の香りに包まれました。

ヽ

「リズムにの・せ・て」飴光園の皆さん

誤差は1週間に±3秒という職巧
なもの。正確に時を刻みます。

遠賀南中学校、今年で満10歳
今年、開校10周年を迎えた遠賀南中学校。その10周年記

念行事が11月18日、同校体育館で行われました。

国際交流に積極的な活動を行っている南中らしく、国際

交流クラブの生徒たちによるアフリカアンケート謁査結果

の発表やアフリカ教育基金の会の田中健一さんらを迎えて

の記念講演が中心の内容。また、初代生徒会長安永誠治さ

んもお祝いに駆けつけ「私たちが作り上げたもの」と言う

内容でのお話もあり、10周年に花を添えました。

イ

重
さ
な
ん
て
な
ん
の
そ
の

観
客
席
か
ら
花
束
が
。

ま
る
で
ス
タ
ー
み
た
い
。

多
く
の
展
示
作
品
が
私
た
ち
の
日
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た

「
喜
び
の
収
穫
さ
I
L

実
り
の
秋
を
迎
え
た
1
0
月
2
8
日
、

広
瀬
小
学
校
の
2
年
生
と
5
年
生

の
児
童
約
百
四
十
人
が
稲
刈
り
の

体
験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。

泥
ん
こ
に
な
り
な
が
ら
自
分
た

ち
で
田
植
え
し
、
そ
し
て
育
て
た

稲
ゆ
え
に
、
う
れ
し
さ
も
ひ
と
し

お
の
よ
う
す
。

昨
年
に
比
べ
る
と
実
の
つ
き
具

合
は
や
や
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
、

広
中
作
況
指
数
で
は
、
「
や
や
不

良
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
か
。
で
も
、

広
中
っ
子
は
そ
ん
な
こ
と
で
は
め

げ
ま
せ
ん
。
「
た
っ
て
、
す
ぼ
ら

し
い
体
験
が
で
き
た
ん
だ
も
ん
」
。

輸
日
当
′
再
＿
r
l
！
t
〝
h
h
l
－
」

待
っ
て
た
も
の
は

チ
ッ
ク
ク
ッ
ク
・
チ
ッ
ク
ク
ッ
ク

初
代
生
徒
会
長
の
安
永
さ
ん
。

最
年
長
の
先
輩
が
2
5
歳
だ
な
ん
て

う
ら
や
ま
し
い
ね
．



広報紙などを通じ、現在建設中
の仮称「福祉の里」の愛称を募集

したところ、1か月あまりの短い

募集期間にもかかわらず159点も

の愛称が寄せられました。町外か

らの応募数も40点にものぼり、遠

くは北九州市小倉北区の方からも

応募がありました。

これらの費称は、どれも優秀な

ものばかりで甲乙つけがたく、審

査委員の皆さんは選定に苦労され

たようです。

最後（3回目）の審査委員会は11

月29日に行われ、最優秀賞に、瓜

生稔さん（浅木）と有言生三さん

（浅木）のお二人がつけた愛称『ふ

れあいの里」が決まりました。

愛称の説明は瓜生さんが「大人
から子どもまで多くの人がふれあ

える場所」そして、有言さんが「人

と人との出会い、ふれあいを大切

にしたいと思い、その場として」

とのこと。お二人の説明の通り「多

くの人との出会い、ふれあいを大

切にした」そんな施設にしていき

たいものです。　そのほか、優秀

賞には「ふれ愛の里」「福祉の里」
の2点が決まりました。

I I �∃ �なおへ－ �　今÷一言 議三惑＼＿′ 

鳥一言÷∴∴：÷∴ ∴ヽ∴ �聾題輩襲撃 

ー　　　　　　I �� 

麗々と工事が進む「ふれあいの里」。工事中の生
きがい健康施設ゾーンは、来年10月、完成予定。

‾ヽ

コーラスの競演。女性コーラ
ス「こもれび」（左）と中央
区の子どもたち。

f軍書Ir●Jtl雷管やt款‘lrl車●｛｛場裏的裏山●●ヽきず●′抑叩〃嘗裏門卯he魅ず●●〃

文化ふれあい事業、やっぱりこうでなくつちや
ドームでは3墨側のダッグアウトにも

11月25日の文化ふれあい事業に　蹴りました。

は350人が参加し、福岡而美術館

で行われているフランス印象派絵

画展の鑑賞とNHK福岡放送局、

福岡ドームの施設見学を行いまし

た。

：「 �蕊 �i l �繋 註惑 �∴∴高　　　　　　　一∴ 

参間者の方からは「一日楽しく過 

こせたましたよ」との声も聞かれ 

ました。「フランス印象派の名画 

の数々にうっとり」「ドームの広 

さにびっくり」・‥そんな一日 

諾…の。　　にな。ましたo 

仮
称
「
福
祉
の
豊
」
愛
称

｝
「
き
ま
っ
た
ね
」
。

ポ
ー
ズ
も
ば
っ
ち
り

1
1
月
5
日
、
遭
賞
町
中
央
公
民
館
で

第
1
2
回
避
賞
町
菊
友
会
菊
花
展
の
表
彰

喜
び
の
授
賞
式

式
が
行
わ
れ
、
十
二
人
が
表
彰
を
受
け

ま
し
た
。
受
蹴
着
の
皆
さ
ん
が
丹
精
込

め
て
育
て
た
菊
の
花
は
m
月
3
1
日
か
ら

1
1
月
1
2
日
ま
で
役
場
駐
車
場
に
展
示
さ

れ
、
私
た
ち
の
日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

受
質
者
は
次
の
通
り
で
す
。
（
敬
称
略
）

▽
宗
像
大
社
蹴
大
輪
の
部
＝
松
本
共
、

石
松
松
五
郎
▽
同
福
助
の
部
I
I
門
司
明

徳
▽
遠
賀
町
長
賞
0
下
村
運
、
要
博
文

▽
通
貨
町
譲
会
議
長
戯
＝
杉
明
▽
遭
劉

町
教
育
長
賞
…
井
地
美
都
枝
▽
遭
賀
町

商
工
会
長
賞
＝
桝
田
博
、
島
田
茂
夫
▽

都
農
腕
組
会
長
賞
＝
石
田
鮪
、
本
田
国

雄
▽
遠
賀
町
菊
友
会
長
賞
＝
折
尾
英
霊

こ
こ
ろ
込
め
て
菊
の
花
咲
か
せ
ま
す



星 � � �薙、誓 �乗 

遠賀町少年乗道大会・少年期道大会 10月31日と11月21日にそれぞれ柔道と剣道の少年大会が、遠賀町 で行われました。大会には、遠賀都内などから多くの選手が参加す るなか、遠賀町選手たちは「遠賀つ子ここにあり」とばかりに大健闘。 すぼらしい成績を収めました。その結果をお知らせします。 （町内分・敬称略） � �二 � 

持、登茸霞圏嗣「語等諾鋤） 
紡　　　　　▼幣繍表書冨鵠竺器認諾二謹告！」 
繕　　　　　　　▲　　＿　　くさ／主＼＼．　擁戸・瓜生・高崎（穀）・田島・峯〕 

糾■亨や華＼艶諾器冨 �秀太郎ロ2年生▽ 戸達也▽三位＝船 庸司□4年星▽俊 
省　　　　　　ノ／　　　　　　　　譲添　勝二高崎線臣▽準優勝＝山口芳広口5裡▽護 
に　　　、／－ノゝ　　／／湊倒葬＝鴎崎弘樹口6年′巨▽優勝＝高崎智者▽蒔 田。離，ズ　　　　　　　　ー＼優勝＝峯智幸 

鵜遠賀町少年剣道大会 
（11月21日、違質勤労者体育センター） 団体戦口小学牛男子の都▽準優勝＝遠賀町剣道連盟A（松一 井・山中・石塚・吉四・書家）口中写生の男子の部▽準優勝 �（ヽ ＼！ 

＝遠賀町剣道連盟A（田上・和田・西・吉村・安高）□小学　　子 牛女子の部▽優勝＝遠賀町剣道連盟A（松井・田上・川中）′　　言 �メ 一／ 見 オ閏睦 ／∴蓋畳ま 墓室」、Il 

冨誓書空藷誤認剣諾．－，藍壇的闊璃 　　　　　　」＿／－ 個人戦口中草生女工’－（低学年）▽優勝＝石塚早紀▽準優勝＝牛＼一一、 

圏顕＿ �㊨報国闘醗閻閲開国題詞園田≡ ��� 
マーブイ先生の英語スペシャルレッスンe

日本の冬は∴やっぱり寒いですね－（プルプル）。ロスではこんなに寒く

なることかなかったので、なかなかこの寒さにはなれません。皆さん、

には気を付けてくださいね。

“トランスレーション鵜

PauiMcCa…eyのコンサートが

11月18、19日、福岡ドームでありまし

た。私ももちろん行きましたよiもう

50歳は過ぎてますが，彼のパワーと歌

の美しさには圧倒されました。

さて、Paulがいたビートルスが解

散する前、最後にレコーディングをし

た曲は‘‘THEEND”と言う曲でした。

おそらく本人たちはそれが最後のレ

コーディングになると知っていたので

しょう。4人とも燃えながらソロのア

ドリブを入れて、最後に次の言葉を

残して別々の道を歩みだしました。

Andin the end，

theioveyoutakeiSequaito

theioveyou make．

今月は、この文章を訳してみてく

ださい。

訳せた人は社会教育課へ送ってく

ださい。お待ちしてますI

〆

（
1
0
コ
あ
り
ま
す
）

今
回
は
教
室
に
あ
る
も
の
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
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‘／ひ電離笠田冨田HIROBA　　広　場 �� 

日本の未来は明るい普 �� 
中学生「税の標語，「税の作文．コンクール入選者決まる 
「税を知る週間」（11月11日～17日）の行事の一環として、国税局が行った中学生の「税の 

標語」「税の作文」コンクールの入選者が決定しました。若松税務署管内（遠賀郡、中間市、 
北九州市若松区）だけでも四千二百件余りの応募があり、今年も遠賀町から多数の作品が人選 

しました。これは、遠賀・遠賀南面中学校の租税教育への積極的な取り組みと、生徒の皆さん 
の税に対する知識と関心の高さの表れと言えるでしょう。人選作品は次の通りです。（敬称略） 

標語の都　　　　　　　　　　　　　標語の部　　　　　　　　　　　　　　　標語の部 

若松税務署長賞　　　　　　　遠賀町長営　　　　　　　　　　若松税務署長貰 

鍍金は輝く粕の　　聯畿書誌社誓書莞上憲子　正しく繋なあと 

道しるべ　　持税はみんなのカ人のため　　　　　　　町づくり 

遠賀中学校3年松井良子　　遠 穣緒論能管手駒菖能　　竃 　　　　　3校 

作文の部　　　　　　　　　税金で輝く明日　明るい来来　　　　標語の部 

若松税務署管内　　　　　　　　　遠賀南中学校　2年　藤野浩一　　　若松税務推進協議会長賞 
納税貯蓄組合連合会長賞　　税金を∴強めてつくろう　　　　　税金で 

嵩震い必要な税金，　遠弼中学校2掌る基経子　　増やそう課業も 
気持ちよく　税を鱒めて 

、＼固田園頴田 
／aSSSSSSSSSSm、 

、。、

河
中
　
頭
暮
選

一
時
期
の
話
題
と
な
り
し

襟
巻
き
ト
カ
ゲ

暗
き
舎
り
に
眠
り
で
お
り
ぬ

高
崎
　
佳
子

街
な
か
を
托
鉢
な
せ
る
若
き
僧

笠
の
う
ち
な
る
襟
足
あ
お
し

中
野
ス
エ
ノ

襟
足
と
言
え
る
言
葉
は
忘
ら
る
や

娘
ら
の
長
髪
風
に
ゆ
れ
お
り

三
浦
寿
美
子

傘
寿
と
は
思
え
ぬ
家
元
の
舞
姿

白
き
襟
足
に
色
香
た
だ
よ
う

藤
沢
　
国
子

セ
ー
ラ
ー
の
衿
を
な
び
か
せ
走
り
し
と

若
き
日
を
言
う
娘
病
み
つ
く

河
原
タ
ツ
ミ

池
田
　
幸
利
達

擾
珠
沙
輩
咲
く
基
地
ま
で
の
道
標

川
上
　
久
夫

観
音
の
視
野
を
あ
ふ
る
る
花
す
す
き

小
野
多
恵
子

山
画
く
子
池
を
画
く
子
ら
竹
の
春

玉
野
　
信
彦

白
き
鑓
水
草
紅
葉
に
ゆ
ら
ぎ
け
り

加
藤
　
栄
子

埴
輪
の
目
脂
し
鯖
雲
あ
ふ
れ
で
も

柴
田
と
も
子



くらしの 
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情報 藍 固書誌訂 （3期） 12月27日月iまで 
婦室　　　　9 

「：：「：「∴健 言∴「∴「雪 ∴∴享 ��醐 母 粥＝ 

∴∴∴’ 
役場293－1234 

るス来房 のトま諾い でiL具よ一道 ：∴「：雑 言：言萬 よく具る○ ：∴「：壷 韓躍 ら ∴∴「‡ 〈に潮見便芋 便、ス受い 棚は吾す ま説プれ誤 し明かまつ よ書らすた うをの。た ○よ出め く火の 説を出 ん防火 でぐが ��月もト「重度の乳は潟合駒l 

「：∴虻 ） こl 

一「一撃：∴：亘 三三‾章二コ三景亡二二菓 ／′一書87，＝ 

全国秋の火災予防運動期間中の11月14日、遠賀郡内消 

防団による各町内巡回防火パレードが行われました。お 

らが町の消防団。「安心の火」だけは消しません。 

・－（・、－

12月29日からは「救急備報」を放送

遠賀郡消防本部

救急・火災概況
平成5年10月分

救急遠賀町…‥・怨件

郡　内……154件

火災遠賀町・i…ii・・0件

郡　内………2伴

火災の問い合わせは
℡（293）3921

福
岡
県
農
業
大
学
校
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

●
募
集
学
科
・
定
貝
　
▽
農
薬
自
営
科

＝
七
十
人
▽
農
薬
指
導
料
＝
二
十
人

●
受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
　
（
6
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
）
　
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
修
築
年
限
　
二
年

●
一
次
拭
験
　
平
成
6
年
2
月
2
日

（
水
）
、
農
業
大
学
校
で
実
施
。

●
受
付
期
間
　
平
成
6
年
1
月
4
日

（
火
）
－
1
9
日
　
（
水
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

農
業
大
学
校

℡
0
9
2
　
（
9
2
5
）
　
2
4
0
3

身
体
障
害
者
を
対
象
に
し
た

そ
の
使
い
方
を
誤
れ
ば
、
火
事
を
起
こ

し
多
く
の
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
り

ます。出
火
事
例
を
あ
げ
る
と
、
「
ス
ト
ー

ブ
に
カ
ー
テ
ン
が
撲
殺
し
て
出
火
」

「
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
乾
燥
中
の
洗
濯
物

が
落
下
し
出
火
」
「
完
全
に
消
火
せ
ず
、

ま
た
、
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の
ふ
た
を
よ
く

閉
め
ず
、
灯
油
が
こ
ぼ
れ
て
出
火
」
な

福
岡
県
職
員
採
用
試
験
が
あ
り
ま
す

●
職
種
・
定
員
一
般
事
務
職
・
五
人

●
受
験
資
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交

付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が
一

級
か
ら
四
級
ま
で
の
人
で
、
次
の
①

か
ら
④
ま
で
の
す
べ
て
の
要
件
に
該

当
す
る
人
①
自
力
に
よ
り
過
勤
が
で

き
、
介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が

可
能
な
人
②
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
5
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
③
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す

る
人
④
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
と

口
頭
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き

る
人

●
第
一
次
試
験
日
　
1
月
9
日
　
（
日
）

●
受
付
期
間
　
1
2
月
2
4
日
　
（
金
）
ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県



皆さんが納められた国民年金保険

料や国民年金基金の掛金は、全額社

会保険料控除として所得控除が認め

られます。年末調整や確定申告のと

きに申請すれば、所得税や住民税が

安くなります。

ただし、社会保険料控除されるの

は、その年（1月から12月まで）に

納めた保険料や基金の掛金のみ。も

し、納め忘れのある方は12月までに

納めておきましょう。

●問い合わせ　国保年金係
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口
⑨
鞠
口
田
口
診
奪
書
冊
庸
≪
鰭
蓉
廊

融
賞
額
は
脚
万
円
ま
で
●
8
民
会
融
公
儀

●
融
資
額
　
学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

百
五
十
万
円
以
内

●
返
済
期
間
　
八
年
以
内
　
（
交
通
遺
児

家
庭
や
母
子
家
庭
の
方
に
つ
い
て
は

一
年
の
延
長
が
可
能
）

●
据
置
期
間
　
在
学
期
間
以
内
で
元
金

の
据
え
置
き
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

最
長
四
年
。

●
利
率
　
年
四
・
六
％
　
（
H
月
1
日
現

在）
●
返
済
方
法
　
毎
月
元
利
均
等
返
済

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
国
民
金

殻
公
庫
八
幡
支
店

℡

　

（

6

4

1

）

　

1

1

1

5

人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

℡

0

9

2

　

（

6

4

1

）

　

3

8

8

3

※
試
験
案
内
は
、
遠
賀
福
祉
事
務
所

〔
八
幡
西
区
別
松
三
－
七
－
一
八
幡
総

合
庁
舎
℡
　
（
6
0
1
）
　
2
1
2
1
〕
　
で

お
配
り
し
て
い
ま
す
。

自
治
医
科
大
学
の

学
生
を
募
集
し
ま
す

自
動
車
保
険
請
求
相
談

セ
ン
タ
ー
の
交
通
事
故
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

●
相
談
日
　
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
、

午
前
9
時
0
0
分
～
正
午
と
午
後
1
時

～
4
時
4
0
分
　
（
祝
日
を
除
く
）

●
弁
護
士
相
談
日
　
毎
週
金
曜
日
、
午

後
1
時
～
4
時

●
料
金
　
無
料

●
と
こ
ろ
　
小
倉
自
動
車
保
険
請
求
相

談
セ
ン
タ
ー
〔
小
倉
北
区
紺
屋
町
九

－
一
明
治
生
命
小
倉
ピ
ル
五
階
℡

（
5
2
1
）
　
2
1
4
0
〕

※
1
2
月
3
1
か
ら
1
月
4
日
ま
で
休
み

●
と
き
　
平
成
6
年
2
月
1
7
日
　
（
木
）

1
8
日
　
（
金
）
　
の
午
前
9
時
か
ら
午
後

5
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

●
対
象
者
　
防
火
管
理
者
を
必
要
と
す

る
事
業
所
の
関
係
者
ま
た
は
、
業
務

上
防
火
管
理
知
識
が
必
要
な
人

●
定
員
　
八
十
人

●
申
し
込
み
　
平
成
6
年
1
月
4
日

（
火
）
　
か
ら
3
1
日
　
（
月
）
　
ま
で
に
申

込
豊
に
写
真
二
枚
（
三
×
二
・
五
㌢
）

と
テ
キ
ス
ト
代
三
千
五
百
円
を
添
え

て
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
課
℡
　
（
2

9
3
）
　
1
2
3
1
へ
提
出
。
問
い
合

わ
せ
も
。

●
定
員
　
百
人

●
受
験
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た

人
　
（
6
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人
を

含
む
）
　
ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
以
上

の
学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

●
一
次
試
験
　
平
成
6
年
1
月
2
7
日

（
金
）
、
各
都
道
府
県
の
指
定
す
る

場
所
で
実
施
。

●
受
付
期
間
　
平
成
6
年
1
月
6
日

（
木
）
　
～
2
1
日
　
（
金
）

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県

保
健
環
境
部
衛
生
総
務
課

℡
0
9
2
　
（
6
2
2
）
　
0
1
1
5
。

入
試
要
項
の
配
付
も
。



京紫繁業葉蘭邁㊨㊥㊥㊧園田清華

緑に囲まれた若葉台区
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●男…・i・8，939　●女……　9，807

●転入………80　●転出………44
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総
面
積
二
十
二
・
一
四
両
　
『
水
と
緑
』
　
多
く
の
自
然
に
つ
つ
ま
れ
た
わ

た
し
た
ち
の
町
。
現
在
二
十
四
の
行
政
区
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
も
、

素
敵
な
場
所
、
話
題
に
な
る
こ
と
な
ど
た
く
さ
ん
あ
る
は
ず
で
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い
ふ
る
さ
と
　
「
お
ん
が
」
　
を
紹

介
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

団
地
開
発
の
規
制
も
な
く

施
設
の
整
備
が
不
十
分
で
し
た
。

若
葉
台
区
は
、
町
道
山
手
線
か
ら
遠

賀
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
へ
向
か

う
途
中
の
高
台
に
あ
り
、
囲
十
七
世
帯
、

百
八
十
五
人
　
（
平
成
5
年
日
月
0
0
日
現

在
）
　
の
地
区
で
す
。
地
区
の
人
口
の
大

半
を
占
め
る
の
が
、
最
も
高
い
位
置
に

あ
る
若
葉
台
団
地
。
こ
の
同
地
が
造
成

さ
れ
た
の
は
、
連
衡
町
が
都
市
計
画
区

域
に
指
定
さ
れ
る
前
の
こ
と
。
で
す
か

ら
当
時
は
、
住
宅
団
地
開
発
に
現
在
の

よ
う
な
規
制
は
な
く
、
施
設
整
備
が
十

分
に
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭

和
5
2
年
ご
ろ
こ
の
団
地
に
移
り
住
ん
だ

区
長
さ
ん
は
、
「
家
を
建
て
る
の
も
ま

ま
な
ら
な
い
よ
う
な
状
況
で
し
た
」
と

話
し
ま
す
。

苦
労
を
重
ね
て

今
の
若
葉
台
区
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
「
現
任
で
は
、
道
路
も
広
く

な
り
、
浄
化
柵
の
町
移
管
も
済
ん
で
や

っ
と
、
一
つ
の
行
政
区
と
し
て
一
人
前

に
な
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
ね
」
と
、

医
長
さ
ん
。
し
か
し
、
こ
こ
ま
で
来
る

に
は
、
い
ろ
ん
な
ご
諾
労
が
あ
っ
た
よ

う
で
す
。
特
に
苦
労
し
た
の
が
水
の
問

題
。
昭
和
5
5
年
ご
ろ
上
水
道
の
整
備
が

な
さ
れ
る
ま
で
、
こ
の
地
膚
は
、
圃
地

内
の
井
戸
や
ゴ
ル
フ
場
か
ら
の
も
ら
い

水
を
利
用
し
て
い
ま
し
た
。
上
水
道
の

整
備
に
は
、
当
然
、
多
額
の
絶
賛
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
地
区
の
地
主
の
中
に

は
、
土
地
ブ
ー
ム
に
乗
っ
て
「
資
産
保

有
」
　
の
た
め
、
こ
の
同
地
を
購
入
し
た

人
も
多
く
、
土
地
所
有
者
か
ら
の
負
担

何
を
す
る
に
も
、
区
民
が

一
つ
に
な
っ
て
く
れ
ま
す
。

「
小
さ
な
地
区
で
す
か
ら
、
こ
れ
と

い
っ
て
目
玉
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
強
い

て
言
え
ば
区
民
の
ま
と
ま
り
が
良
い
こ

と
で
し
ょ
う
。
何
を
す
る
に
も
、
皆
さ

ん
協
力
し
て
く
れ
ま
す
」
と
、
区
長
さ

ん
は
話
さ
れ
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
、
昨

年
、
区
民
ほ
ぼ
金
員
が
協
力
し
あ
っ
て

公
民
館
の
敷
地
内
に
相
撲
の
上
俵
を
作

っ
た
こ
と
。
子
供
だ
わ
ら
は
、
那
消
防

署
か
ら
古
く
な
っ
た
ホ
ー
ス
を
も
ら
い
、

そ
れ
に
砂
を
詰
め
た
も
の
で
「
見
て
く

れ
は
決
し
て
良
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自

分
た
ち
で
作
っ
た
ん
だ
と
い
っ
た
誇
り

の
よ
う
な
も
の
を
感
じ
ま
す
」
と
直
近

さ
ん
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
今
年
の
町

の
少
年
相
撲
大
会
で
は
、
好
成
紙
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

ま
た
、
区
民
の
ま
と
ま
り
と
言
え
は
、

地
区
内
の
催
し
へ
の
参
加
。
小
さ
な
地

区
ゆ
え
に
、
区
の
運
動
会
な
ど
は
で
き

ま
せ
ん
が
、
夏
祭
り
と
秋
祭
り
は
毎
年
、

欠
か
さ
ず
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
秋

祭
り
で
は
恢
民
全
日
の
親
睦
会
も
あ
る

そ
う
で
、
毎
年
盛
会
だ
と
か
。
今
年
は
、

区
民
全
員
の
忘
年
会
も
企
画
し
て
い
る

そ
う
で
、
「
百
人
以
上
が
公
民
館
に
集

ま
る
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
、

医
長
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

自
然
が
い
っ
ぱ
い

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
地
区
で
す
。

若
葉
台
区
は
、
町
の
中
心
か
ら
離
れ

た
所
に
あ
る
た
め
「
用
い
物
な
ど
に
不

便
を
感
じ
る
」
と
言
っ
た
声
も
出
る
そ

う
で
す
。
「
し
か
し
、
そ
こ
は
、
一
長

一
短
。
緑
は
多
い
し
、
小
鳥
の
さ
え
ず

り
で
目
が
覚
め
る
と
い
っ
た
自
然
が
満

喫
で
き
る
地
区
で
も
あ
り
ま
す
」
と
医

長
さ
ん
。
都
会
の
雑
踏
を
逃
れ
て
こ
の

地
に
来
た
人
も
多
く
、
「
い
い
所
で
す

よ
ね
」
　
の
声
も
ち
ら
ほ
ら
・
・
・
。
自

然
に
囲
ま
れ
、
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
、
そ

ん
な
若
葉
台
区
で
す
。

園
園
回
国

「
広
報
の
基
本
は
広
膳
で
あ
る
」
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
一
方
的

な
行
政
か
ら
の
押
し
っ
け
で
は
、
ま
っ

た
く
広
報
と
し
て
の
役
割
は
ゼ
ロ
。
本

当
に
良
い
広
報
と
い
う
の
は
、
町
民
と

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
。
そ
ん
な

も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
か
ら

投
げ
た
ボ
ー
ル
が
町
民
か
ら
返
っ
て
く

る
。
こ
れ
で
初
め
て
広
報
の
役
割
を
果

た
し
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
ず
町
の
施
策
や
考
え
方
を

ボ
ー
ル
と
し
て
皆
さ
ん
に
投
げ
か
け
ま

す
。
時
に
は
、
町
民
か
ら
そ
の
ポ
ー
ル

が
厳
し
い
意
見
と
し
て
返
っ
て
く
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
れ
を
恐

れ
て
い
て
は
、
な
に
も
で
き
な
い
と
思

う
の
で
す
。
「
来
年
こ
そ
は
、
町
民
の

皆
さ
ん
と
、
す
で
き
な
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
で
き
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
」
。
（
英
）

土
俵
は
区
民
の
手
づ
く
り
。
「
心
こ
も
っ
て
ま
す
」
。


